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飼育展示数   哺乳類：２６種２６２点 

鳥  類：２６種１１９点 

爬虫類：１０種３８点 

（平成２５年７月末日現在） 

★レッサーパンダのアンが出産しました★ 

第１３回 秋の動物園まつりのお知らせ 

 

アカハナグマの展示について 

以前のゆめみにゅーすにおい

て、入院治療をお知らせしていた

メスのトキエが、残念ながら死亡

してしまいました。 

また、オスのコジローは、持病

の腰の状態がときどき悪くなるの

と、皮膚病のためなかなか退院で

きません。食欲はあり、すこしよ

ろよろしながらも元気に歩きまわ

る体力はあるので、今後も随時、

状態をお知らせしていきます。 

 

7 月 1 日、朝から産箱と呼ばれる木の箱にこもって出てこ

なくなったレッサーパンダのアン。妊娠の可能性があったの

で、これまでも慎重に様子を見ていたのですが、その日のお

昼頃、獣舎内に元気な産声が響き渡りました。その日からア

ンは産箱からほとんど出ることがなく、ときどき食事に姿を

見せるのみ。赤ちゃんはずっと産箱の中におり、アンの動き

によって声を上げることがあります。 

子育て中の動物は神経質になる場合が多く、何かが引き金

となって育児をやめたり、子どもを傷つけたりすることがし

ばしばあるため、しばらくアンの展示はお休みします。また、

こどもの様子を知りたい！という声もたくさん寄せられてお

りますが、アンにとって「余計なこと」になりそうな無理な

撮影などは行えませんので、ご了承願います。何か動きがあ

りましたら、ホームページ等でもお知らせしていきますので、

温かく見守っていただければと思います。 

★日時：１０月１２日（土曜）午前１０時～午後３時（雨

天中止） 

★動物リレーガイド、バックヤードツアー、シマウマ餌

やり体験、ふれあいコーナーなど 

★詳しくは市政だより、ホームページにも掲載予定です。 

▲アンの食べ残した竹の残骸。ほと

んど丸坊主にするほどの食欲です。
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★動物たちの主な移動（平成２５年５月１日～平成２５年７月３１日）★ 
フンボルトペンギン（♀１死亡）、マーコール（繁殖♀５、うち２死亡。♂３、うち２死亡）、レッサーパンダ（性別
不明１、繁殖）、ワタボウシパンシェ♀１死亡、ホンシュウジカ（♂２繁殖）、フンボルトペンギン（性別不明２繁
殖、うち１死亡）、アカオヒメシャクケイ（♂２死亡）、ミノヒキチャボ（♀１死亡） 

 

ミノヒキチャボ 
分類：哺乳綱  キジ目 キジ科  
 小型のニワトリでチャボのような印象があ

り、実際に「チャボ」と名が付いていますが、

チャボの一品種というわけではなく、一般的に

は「尾曳（おひき）」とも呼ばれます。高知県

原産で、天然記念物に指定されています。当園

のものは白藤種と呼ばれる羽色です。オスの蓑

羽（腰の羽）と尾羽が長いのが特徴です。 

 小柄ですが、なかには気の強いものもいて、

掃除や給餌のために入ってきた飼育スタッフ

をひたすらにらみ続けたり、威嚇したり、つつ

いてきたりもします。しかし、群れの中で喧嘩

等のトラブルが起こることはほとんどなく、穏

やかに過ごしています。 

5 月から 6 月にかけて、マーコ

ールの出産がみられます。基本的

に母親にすべて任せるのがいちば

んうまくいくので、われわれは子

育てに手を貸さないのですが、今

年はちょっと違いました。 

ある朝双子を出産したメス・あ

おい。ともに小さな未熟児で、片

方はすぐに死んでしまいました

がが、もう 1 頭はなんとか命を取り留めました。しかし、通常

なら生まれて 1 時間以内に立ち上がれるはずが、数時間たっ

ても立ち上がれません。これではおっぱいを飲めないので、

仕方なくあおいと離して入院させました。はじめは口で物を

吸う力も弱く、あれこれ工夫しながら、絞った母親の乳を飲

ませ続けた結果、2 日後ようやく自力で立ち上がったのです。

最初はすぐに転んでしまいましたが、徐々に立っていられる

時間が長くなり、数日後には歩けるようになりました。さら

に数日後には、母親が動かないよう保定している間に自力で

おっぱいを吸えるようになりました。強くなれ、と思いを込

めて、いかにも強そうな「キングジョー」と命名。毎日少し

ずつ成長がみられていたのですが、突然調子を崩し、懸命の

治療のかいなく、産まれて 3 週間で静かに亡くなりました。 

 はじめは産まれたその日のうちに死んでしまうのではない

か…と思われるほどだった彼の成長は、それゆえにわれわれ

にとってうれしいことでしたが、残念な結果となりました。

しかし、根性のある生命力をみせつけられ、お世話と治療に

明け暮れたわれわれに残ったものは大きく、それは今後に生

きるものだと確信しています。 


